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第 12 回京商イブニング・セミナー 

事前周知並びに当日取材について（お願い） 

 

 

 

本所では、宗教の枠を超えて活躍されている妙心寺退蔵院の松山大耕副住職

をお迎えし、標記セミナーを開催します。 

経営においても「伝える」ことは大切な要素です。「不立文字」（教えの神髄

は言葉では表現できない）を標榜する禅。禅の教えはなぜ 1000 年以上も伝わっ

てきたのでしょうか。そうした禅の世界に息づく伝達の極意やものごとの伝え

方の根本について、松山副住職にお話しいただきます。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、事前周知並びに当日の取材につ

きましてご高配賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

                        

 

記 

 

◆日 時：平成 28 年 2 月 26 日（金）18:00～19:30 

  

◆会 場：京都商工会議所 講堂 （3F） 

 

◆テーマ：「禅に学ぶものごとの伝え方 ～大事なことは言葉では伝わらない～」 

 

◆講 師：妙心寺退蔵院 副住職 松山 大耕 氏 

 

◆参加者：約 300 名（予定） 

 

 

※セミナーの内容・詳細については、別紙案内チラシをご覧ください。 

 

以上 

 

 

【本件照会先】  

会員部 人材開発センター 

担当：谷口・吉見 

               TEL：075-212-6446  FAX：075-222-2612 

Mail：taniguchi-m@kyo.or.jp 



～大事なことは言葉では伝わらない～ 

 
 
    

                  
 

 

 
   

 

会社の哲学をいかに社員と共有するか。次世代に事業を継承するには何が大切なのか。経営の分野でも「伝える」という

ことは最も大切な要素のひとつです。「不立文字」（教えの神髄は言葉では表現できない）を標榜する禅。禅の教えは 1000

年以上にわたって連綿と受け継がれていますが、なぜこれだけ長きにわたって教えが伝わってきたのでしょうか。今回のセミ

ナーでは、宗教の枠を超えて活躍されている妙心寺退蔵院の松山大耕副住職をお迎えし、禅の世界に息づく伝達の極意

やものごとの伝え方の根本についてお話しいただきます。 
 

■日 時  平成２８年 ２月２６日（金） １８：００～１９：３０ 
 
■会 場  京都商工会議所 講堂 （３Ｆ） 

（京都市中京区烏丸通夷川上ル 地下鉄烏丸線「丸太町駅」６番出口直結）  

■講 師  妙心寺退蔵院 副住職  松山 大耕 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

■定 員 ３００名 （定員になり次第、締め切りますのでお早めにお申し込みください） 

■参加費 京都商工会議所会員 １，０００円 

一般        ２，０００円 ※当日拝受いたします 
 

※お申込みは下記申込書にご記入の上、ＦＡＸ送信してください。 
京商ＨＰからもお申込みいただけます。⇒  http://www.kyo.or.jp/kyoto/ac/event_101625.html 

※開催１週間前に受講証をＦＡＸいたしますので、当日お持ちください。 

＊＊＊ お申込み・お問合せ ＊＊＊ 

京都商工会議所 会員部 人材開発センター（〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル） 
 TEL：075-212-6446  FAX：075-222-2612  URL:http://www.kyo.or. jp/jinza i/  

本申込書にご記入いただいた個人情報は、本講座の実施・運営のために利用するほか、京都商工会議所に関係する各種情報提供の目的にのみ使用致します。 

平成 28年 2月 26日（金） 【第 12回 京商イブニング・セミナー】 申込書 

会社・
団体名  区分 

（該当する方に○印を入れてください） 

・京商会員       ・一般 

所在地 

〒 
TEL  

FAX  

受講者名（フリガナ） 所属部署名（役職名） ｅ‐ｍａｉｌ 

   

   

【第 12回 京商イブニング・セミナー】 

主催：京都商工会議所 (主管／人材開発特別委員会) 

１９７８年京都市生まれ。２００３年東京大学大学院農学生命科学研究科修了。埼玉県新座市・平林寺にて

３年半の修行生活を送った後、２００７年より退蔵院副住職。外国人に禅体験を紹介するツアーを企画する

など、新しい試みに取り組む。外国人記者クラブや各国大使館で多数講演を行うなど、日本文化の発信・交

流が高く評価され、２００９年５月、政府観光庁Ｖｉｓｉｔ Ｊａｐａｎ大使に任命される。また、２０１１年より京都市

「京都観光おもてなし大使」。 

２０１１年には、日本の禅宗を代表しヴァチカンにて前ローマ教皇に謁見、２０１４年には日本の若手宗教家

を代表してダライ・ラマ１４世と会談し、世界のさまざまな宗教家・リーダーと交流。２０１４年世界経済フォー

ラム年次総会（ダボス会議）に出席するなど、世界を股にかけ、宗教の垣根を越えて活動中。 

著書に、『大事なことから忘れなさい ～迷える心に効く三十の禅の教え～』（世界文化社 ２０１４年）。 

京商ビジネススクール 


